何でも 秋の 夜更けだった。 

To- が も ゆき 

僕 は 岩 野 泡 鳴 氏と 一 しょに、 巣 鴨 行の 電車に 乗って 

ゐた。 泡 鳴 氏 は 昂然と 洋傘の 柄に マントの 肘 を かけて、 

例の 如く 声高に 西洋 草花の 栽培 法 だの 氏が 自得の 健 胃 

法 だの を いろいろ 僕に 話して くれた。 

その内に どう 云 ふ 拍子だった か、 話題が 当時 評判 だ 

つた 或 小説の 売れ行きに 落ちた。 すると 泡 鳴 氏 は 傍 若 

無人に、 

「しかし 君、 新進作家 とか 何とか 云った つて、 そんな 

に 本 は 売れ やしないだ らう。 僕 の 本 は 大抵 —— 部 売れ 

るが、 君なん ぞは 一体 何 部位 売れる？」 と 云った。 



いさ さ V- わ いら い し 

僕 は 聊か 恐縮しながら、 止むを得ず 「傀儡師」 の 売 

れ高を 答へ た。 

「皆 そんな もの かね？」 

泡 鳴 氏 は 更に 追求した。 

僕よりも 著書の 売れ高の 多い 新進作家 は 大勢 ある。 

—— 僕 は 二三の 小説 を 挙げて、 僕の 仄聞す る 売れ高 を 

答へ た。 それら は 不幸に も 氏の 著書より、 多数 は 売行 

きが 好い に 違 ひなかった。 

「さう かね。 存外 好く 売れるな ご 

泡 鳴 氏 は 一 瞬間、 不審 さう に 顔 を 曇らせた。 が、 そ 

れは 文字通り、 一瞬間に 過ぎなかった。 僕が まだ 何と 
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